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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水が流動する流動路、及び前記流動路と外部を連結して前記流動路を流動した水が外部
に排出される排出口を含むメインボディと、
　前記流動路に移動可能に設けられて前記流動路に形成された開閉孔を開閉する開閉部材
を含む開閉部と、
　回転部材を含み、前記メインボディ及び前記開閉部と連携して、前記回転部材が回転す
ることによって前記開閉部材が前記流動路を移動するのを可能にする操作部と、
を備え、
　前記開閉部は運動転換部材を含み、前記運動転換部材は、前記開閉部材に含まれる連結
部が連結されて、前記回転部材の回転に伴って回転しながら前記流動路の長さ方向に移動
し、
　前記運動転換部材は、前記メインボディに形成されたガイド孔に挿入されるガイド突起
を有し、前記ガイド孔に沿って回転しながら移動し、
　前記運動転換部材は、前記連結部と連結される連結孔を有し、
　前記開閉部は、前記連結孔に連結される一側と、前記連結部が連結される他側とを有す
る連結部材をさらに含む、水排出装置。
【請求項２】
　前記回転部材は、前記運動転換部材が移動可能に挿入される挿入部を有する、請求項１
に記載の水排出装置。
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【請求項３】
　前記挿入部は、前記ガイド突起の移動をガイドするガイド溝を有する、請求項２に記載
の水排出装置。
【請求項４】
　前記連結部材の一側には前記連結孔に嵌め込まれる嵌め込み突起が形成され、他側には
前記連結部が嵌め込まれる嵌め込み凹部が形成される、請求項１に記載の水排出装置。
【請求項５】
　前記開閉部は、前記メインボディに設けられて前記連結部材を移動可能に支持する部材
支持部材をさらに含む、請求項１に記載の水排出装置。
【請求項６】
　前記部材支持部材は、前記連結部材の他側が移動可能に挿入されて支持される移動支持
孔を有する、請求項５に記載の水排出装置。
【請求項７】
　前記開閉部は、前記部材支持部材とメインボディとの間に設けられて前記流動路の開放
した一側をシールする流路シール部材をさらに含む、請求項５に記載の水排出装置。
【請求項８】
　前記流路シール部材は、前記連結部が嵌め込まれ、前記連結部とともに前記連結部材に
形成された嵌め込み凹部に嵌め込まれる嵌め込み部を有する、請求項７に記載の水排出装
置。
【請求項９】
　前記開閉孔を開閉する前記開閉部材に含まれる孔開閉部は、孔シール部材を有する、請
求項１に記載の水排出装置。
【請求項１０】
　水が流動する流動路、及び前記流動路と外部を連結して前記流動路を流動した水が外部
に排出される排出口を含むメインボディと、
　前記流動路に移動可能に設けられて前記流動路に形成された開閉孔を開閉する開閉部材
を含む開閉部と、
　回転部材を含み、前記メインボディ及び前記開閉部と連携して、前記回転部材が回転す
ることによって前記開閉部材が前記流動路を移動するのを可能にする操作部と、
を備え、
　前記開閉部は運動転換部材を含み、前記運動転換部材は、前記開閉部材に含まれる連結
部が連結されて、前記回転部材の回転に伴って回転しながら前記流動路の長さ方向に移動
し、
　前記開閉部は、前記開閉部材を弾性支持する第１弾性部材をさらに含む、水排出装置。
【請求項１１】
　前記開閉部は、前記流動路に設けられ、前記開閉部材に含まれる移動可能な移動ガイド
部を有しており、前記第１弾性部材を支持する支持部材をさらに含む、請求項１０に記載
の水排出装置。
【請求項１２】
　前記支持部材は、前記移動ガイド部が移動可能に挿入される移動ガイド孔と、水が通過
することができる水通過孔とを有する、請求項１１に記載の水排出装置。
【請求項１３】
　水が流動する流動路、及び前記流動路と外部を連結して前記流動路を流動した水が外部
に排出される排出口を含むメインボディと、
　前記流動路に移動可能に設けられて前記流動路に形成された開閉孔を開閉する開閉部材
を含む開閉部と、
　回転部材を含み、前記メインボディ及び前記開閉部と連携して、前記回転部材が回転す
ることによって前記開閉部材が前記流動路を移動するのを可能にする操作部と、
を備え、
　前記開閉部は運動転換部材を含み、前記運動転換部材は、前記開閉部材に含まれる連結
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部が連結されて、前記回転部材の回転に伴って回転しながら前記流動路の長さ方向に移動
し、
　前記操作部は、前記メインボディの一側が挿入される操作部ボディと、前記操作部ボデ
ィの開放した一側を覆う操作部蓋と、をさらに含む、水排出装置。
【請求項１４】
　前記回転部材は、前記操作部ボディと操作部蓋との間に回転可能に設けられる、請求項
１３に記載の水排出装置。
【請求項１５】
　前記回転部材に第１磁石が設けられ、
　前記開閉部材が前記開閉孔を開く前記回転部材の回転位置において、前記操作部蓋の前
記第１磁石の位置と対応する位置に第２磁石が設けられる、請求項１４に記載の水排出装
置。
【請求項１６】
　前記操作部ボディは第１結合部を有し、前記操作部蓋は前記第１結合部が結合される第
２結合部を有する、請求項１４に記載の水排出装置。
【請求項１７】
　前記回転部材は、前記第１結合部または第２結合部が通過する結合部通過孔を有する、
請求項１６に記載の水排出装置。
【請求項１８】
　前記回転部材に第２弾性部材が連結され、
　前記第２弾性部材は、前記結合部通過孔を介して前記第１結合部または第２結合部に連
結される、請求項１７に記載の水排出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水供給源に連結され、水供給源の水を外部に排出して使用者に供給する水排
出装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水排出装置は、水供給源に連結され、水供給源の水を外部に排出して使用者に供給する
装置である。
【０００３】
　従来、水排出装置は、水供給源から供給された水が流動する流動路を備えており、流動
路に開閉部材が移動可能に設けられている。そして、レバー部材の旋回による開閉部材の
移動で流動路が開閉される。
【０００４】
　かかる水排出装置では、レバー部材を押しているときだけ水排出装置から水が排出され
るので、使用者がコップなどを持っている状態でレバー部材を旋回させなければならず、
不便であった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記のような従来から発生していた要請または問題の少なくとも何れか一つ
を認識してなされたものである。
【０００６】
　本発明の一目的は、水供給源から水排出装置に供給された水を水排出装置から外部に便
利に排出するようにすることにある。
【０００７】
　本発明の一目的は、水が水排出装置に流動できるように形成された流動路流動路内で開
閉部材が移動して、回転部材の回転により流動路に形成された開閉孔を開閉できるように
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することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題のうち少なくとも１つの課題を実現するための一実施形態に係る水排出装置は
、次のような特徴を有することができる。
【０００９】
　本発明の一実施形態による水排出装置は、水が流動する流動路、及び流動路と外部に連
結されて流動路を流動した水が外部に排出される排出口が形成されたメインボディと、流
動路に移動可能に設けられて流動路に形成された開閉孔を開閉する開閉部材を含む開閉部
と、回転する回転部材を含み、メインボディ及び開閉部と連携し、回転部材の回転によっ
て開閉部材が流動路を移動される操作部と、を含み、上記開閉部は運動転換部材を含み、
運動転換部材は、開閉部材に含まれる連結部が連結されて、回転部材の回転に伴って回転
しながら流動路の長さ方向に移動し、前記運動転換部材は、前記メインボディに形成され
たガイド孔に挿入されるガイド突起を有し、前記ガイド孔に沿って回転しながら移動し、
　前記運動転換部材は、前記連結部と連結される連結孔を有し、前記開閉部は、前記連結
孔に連結される一側と、前記連結部が連結される他側とを有する連結部材をさらに含むこ
とができる。
【００１２】
　そして、上記回転部材は、運動転換部材が移動可能に挿入される挿入部を有することが
できる。
【００１３】
　また、上記挿入部は、ガイド突起の移動をガイドするガイド溝を有することができる。
【００１６】
　そして、上記連結部材の一側には連結孔に嵌め込まれる嵌め込み突起が形成され、他側
には連結部が嵌め込まれる嵌め込み凹部が形成されることができる。
【００１７】
　また、上記開閉部は、メインボディに設けられて連結部材を移動可能に支持する部材支
持部材をさらに含むことができる。
【００１８】
　そして、上記部材支持部材は、連結部材の他側が移動可能に挿入されて支持される移動
支持孔を有することができる。
【００１９】
　また、上記開閉部は、部材支持部材とメインボディとの間に設けられて流動路の開放し
た一側をシールする流路シール部材をさらに含むことができる。
【００２０】
　そして、上記流路シール部材は、連結部が嵌め込まれ、連結部とともに前記連結部材に
形成された嵌め込み凹部に嵌め込まれる嵌め込み部を有することができる。
【００２１】
　また、上記開閉孔を開閉する前記開閉部材に含まれる孔開閉部は、孔シール部材を有す
ることができる。
【００２２】
　　水が流動する流動路、及び前記流動路と外部を連結して前記流動路を流動した水が外
部に排出される排出口を含むメインボディと、前記流動路に移動可能に設けられて前記流
動路に形成された開閉孔を開閉する開閉部材を含む開閉部と、回転部材を含み、前記メイ
ンボディ及び前記開閉部と連携して、前記回転部材が回転することによって前記開閉部材
が前記流動路を移動するのを可能にする操作部と、を備え、前記開閉部は運動転換部材を
含み、前記運動転換部材は、前記開閉部材に含まれる連結部が連結されて、前記回転部材
の回転に伴って回転しながら前記流動路の長さ方向に移動し、上記開閉部は、開閉部材を
弾性支持する第１弾性部材をさらに含むことができる。
【００２３】
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　また、上記開閉部は、流動路に設けられ、開閉部材に含まれる移動可能な移動ガイド部
を有しており、第１弾性部材を支持する支持部材をさらに含むことができる。
【００２４】
　そして、上記支持部材には、移動ガイド部が移動可能に挿入される移動ガイド孔と、水
が通過することができる水通過孔とを有することができる。
【００２５】
　水が流動する流動路、及び前記流動路と外部を連結して前記流動路を流動した水が外部
に排出される排出口を含むメインボディと、前記流動路に移動可能に設けられて前記流動
路に形成された開閉孔を開閉する開閉部材を含む開閉部と、回転部材を含み、前記メイン
ボディ及び前記開閉部と連携して、前記回転部材が回転することによって前記開閉部材が
前記流動路を移動するのを可能にする操作部と、を備え、前記開閉部は運動転換部材を含
み、前記運動転換部材は、前記開閉部材に含まれる連結部が連結されて、前記回転部材の
回転に伴って回転しながら前記流動路の長さ方向に移動し、上記操作部は、メインボディ
の一側が挿入される操作部ボディと、前記操作部ボディの開放した一側を覆う操作部蓋と
、をさらに含むことができる。
【００２６】
　そして、上記回転部材は、操作部ボディと操作部蓋との間に回転可能に設けることがで
きる。
【００２７】
　また、上記回転部材に第１磁石を設け、開閉部材が前記開閉孔を開く前記回転部材の回
転位置において、前記操作部蓋の前記第１磁石の位置と対応する位置に第２磁石を設ける
ことができる。
【００２８】
　そして、上記操作部ボディは第１結合部を有し、前記操作部蓋は前記第１結合部が結合
される第２結合部を有することができる。
【００２９】
　また、上記回転部材は、第１結合部または第２結合部が通過する結合部通過孔を有する
ことができる。
【００３０】
　そして、上記回転部材に第２弾性部材が連結され、第２弾性部材は、前記結合部通過孔
を介して第１結合部または第２結合部に連結されることができる。
【発明の効果】
【００３１】
　以上のような本発明の実施形態によると、水が水排出装置に流動できるように形成され
た流動路流動路内で開閉部材が移動して、回転部材の回転により流動路に形成された開閉
孔を開閉することができる。
【００３２】
　また、本発明の実施形態によると、水供給源から水排出装置に供給された水を便利に水
排出装置から外部に排出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明による水排出装置の一実施形態の斜視図である。
【図２】本発明による水排出装置の一実施形態の操作部をメインボディ及び開閉部から分
離したことを示す図である。
【図３】本発明による水排出装置の一実施形態の操作部の分解斜視図である。
【図４】本発明による水排出装置の一実施形態のメインボディ及び開閉部の分解斜視図で
ある。
【図５】図１のＩ－Ｉ’線に沿った断面図である。
【図６】浄水器に設けられた浄水タンクに連結されるように浄水器の浄水器本体に設けら
れた本発明による水排出装置の一実施形態を示す図である。
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【図７】本発明による水排出装置の一実施形態の作動を示す図であって、開閉部の開閉部
材がメインボディの開閉孔を閉じるように操作部の回転部材が回転したことを示す図であ
る。
【図８】本発明による水排出装置の一実施形態の作動を示す図であって、開閉部の開閉部
材がメインボディの開閉孔を閉じるように操作部の回転部材が回転したことを示す図であ
る。
【図９】本発明による水排出装置の一実施形態の作動を示す図であって、開閉部の開閉部
材がメインボディの開閉孔を開くように操作部材の回転部材が回転したことを示す図であ
る。
【図１０】本発明による水排出装置の一実施形態の作動を示す図であって、開閉部の開閉
部材がメインボディの開閉孔を開くように操作部材の回転部材が回転したことを示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　上記のような本発明の特徴が容易に理解されるように、以下では、本発明の実施形態に
係る水排出装置についてより詳細に説明する。
【００３５】
　以下で説明される実施形態では、本発明の技術的な特徴を理解させるのに最も適した実
施形態に基づいて説明するが、説明される実施形態により本発明の技術的な特徴が制限さ
れるのではなく、以下で説明される実施形態のように、本発明を実現できることを例示す
るためのものである。したがって、本発明は、以下で説明された実施形態から本発明の技
術範囲内で様々な変形実施が可能であり、このような変形実施形態は本発明の技術範囲内
に属する。そして、以下で説明される実施形態の理解を助けるために添付された図面に記
載の符号に関しては、各実施形態において同一の作用をする構成要素のうち関連する構成
要素に対して同一または延長線上の数字で表記した。
【００３６】
　以下、図１から図１０を参照して、本発明による水排出装置の一実施形態について説明
する。
【００３７】
　図１は本発明による水排出装置の一実施形態の斜視図であり、図２は本発明による水排
出装置の一実施形態の操作部をメインボディ及び開閉部から分離したことを示す図である
。
【００３８】
図３は本発明による水排出装置の一実施形態の操作部の分解斜視図であり、図４は本発明
による水排出装置の一実施形態のメインボディ及び開閉部の分解斜視図である。
【００３９】
　図５は図１のＩ－Ｉ’線に沿った断面図であり、図６は本発明による水排出装置の一実
施形態が、浄水器に設けられた浄水タンクに連結されるように浄水器の浄水器本体に設け
られることを示す図である。
【００４０】
　図７から図１０は本発明による水排出装置の一実施形態の作動を示す図であり、図７及
び図８は開閉部の開閉部材がメインボディの開閉孔を閉じるように操作部の回転部材が回
転している状態を示し、図９及び図１０は開閉部の開閉部材がメインボディの開閉孔を開
くように操作部材の回転部材が回転している状態を示している。
【００４１】
　本発明による水排出装置１００は、図１から図５に示すように、メインボディ２００と
、開閉部３００と、操作部４００と、を含むことができる。
【００４２】
　メインボディ
　メインボディ２００には、図５に示すように流動路２１０が形成されることができる。
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流動路２１０は、水供給源に連結されることができる。そして、図８及び図１０に示すよ
うに、水供給源からの水は、流動路２１０に流入してその内部を流動することができる。
【００４３】
　流動路２１０に連結される水供給源は、図６に示すように、浄水器ＷＰに設けられ、浄
水フィルター（不図示）によって濾過された浄水を貯蔵する浄水タンクＷＴであることが
できる。
【００４４】
　図６に示すように、メインボディ２００は、別の連結ユニットＣＵによって浄水タンク
ＷＴに連結されて、流動路２１０が浄水タンクＷＴに連結されるようにすることができる
。この場合、メインボディ２００に連結シール部材ＯＲを設けて、メインボディ２００と
連結ユニットＣＵとの間の連結部分の漏水を防止することができる。
【００４５】
　流動路２１０に連結される水供給源は、上述の浄水タンクＷＴに限定されず、流動路２
１０に水を供給することができるものであれば、浄水器ＷＰに流入された水を濾過するよ
うに設けられた浄水フィルターなど、周知の如何なるものであってもよい。
【００４６】
　流動路２１０は、メインボディ２００を貫通して形成することができる。そして、流動
路２１０の開放された一側は、図５に示すように、後述の開閉部３００に含まれる流路シ
ール部材３５０によってシールされ、開放された他側は、上述のように水供給源に連結さ
れることができる。
【００４７】
　流動路２１０には、開閉孔２１１を形成することができる。開閉孔２１１は、開閉部３
００に含まれる後述の開閉部材３１０の移動によって図８及び図１０に示すように開閉さ
れることができる。
【００４８】
　流動路２１０には、上述の開閉孔２１１の他に、連結部通過孔２１２が形成されること
ができる。開閉部材３１０に含まれる連結部３１１は、図５に示すように、連結部通過孔
２１２を通過して支持されることができる。
【００４９】
　連結部通過孔２１２は流動路２１０の中央に形成されており、連結部通過孔２１２の周
りには、複数個、例えば、４個の開閉孔２１１を形成することができる。
【００５０】
　しかしながら、開閉孔２１１と連結部通過孔２１２の形状及び位置は特に限定されず、
如何なる形状であってもよく、流動路２１０の何れの位置に形成されてもよい。
【００５１】
　メインボディ２００には、上述の流動路２１０に加えて、排出口２２０を有することが
できる。排出口２２０は、流動路２１０と外部に連結されることができる。
【００５２】
　開閉部３００の上述の開閉部材３１０の移動により、図８に示すように開閉孔２１１が
閉じると、流動路２１０に流入した水は、排出口２２０に流動することができなくなる。
【００５３】
　しかしながら、開閉部３００の開閉部材３１０の移動により、図１０に示すように開閉
孔２１１が開くと、流動路２１０に流入された水は、排出口２２０に流動して外部に排出
され、使用者に供給されることができる。
【００５４】
　排出口２２０には、図５に示すように排出ガイド部材２４０を連結することができる。
そして、水は、排出口２２０と排出ガイド部材２４０を介して外部に排出され、使用者に
供給されることができる。
【００５５】
　メインボディ２００は、図４に示すようにガイド孔２３０を有することができる。ガイ
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ド孔２３０には、開閉部３００に含まれる後述の運動転換部材３２０に形成されたガイド
突起３２１を挿入することができる。
【００５６】
　そして、操作部４００に含まれる後述の回転部材４１０の回転に伴って回転部材４１０
とともに運動転換部材３２０が回転すると、運動転換部材３２０のガイド突起３２１がガ
イド孔２３０に沿って移動することができ、運動転換部材３２０が回転しながら流動路２
１０の長さ方向に移動することができる。
【００５７】
　ガイド孔２３０は、メインボディ２００の一側外周に、メインボディ２００の長さ方向
に対して斜めに形成されることができる。
【００５８】
　しかしながら、ガイド孔２３０のメインボディ２００に対する位置及び形状は特に限定
されず、運動転換部材３２０のガイド突起３２１が挿入され、操作部４００の回転部材４
１０の回転に伴って運動転換部材３２０が回転しながら流動路２１０の長さ方向に移動す
ることができる位置及び形状であれば、如何なる位置及び形状であってもよい。
【００５９】
　開閉部
　開閉部３００は、開閉部材３１０を含むことができる。開閉部材３１０は、メインボデ
ィ２００の流動路２１０に移動可能に設けられて、流動路２１０に形成された上述の開閉
孔２１１を開閉することができる。
【００６０】
　図４に示すように、開閉部材３１０は、連結部３１１と、孔開閉部３１２と、移動ガイ
ド部３１３と、を含むことができる。
【００６１】
　開閉部材３１０の連結部３１１は、後述の流路シール部材３５０に形成された嵌め込み
部３５１に嵌め込まれることができる。そして、連結部３１１は、流路シール部材３５０
の嵌め込み部３５１とともに、後述の連結部材３３０に形成された嵌め込み凹部３３２に
嵌め込まれることができる。
【００６２】
　開閉部材３１０の連結部３１１は、図５に示すように、上述のメインボディ２００の流
動路２１０に形成された連結部通過孔２１２を通過し、流路シール部材３５０の嵌め込み
部３５１とともに連結部材３３０の嵌め込み凹部３３２に嵌め込まれることができる。
【００６３】
　開閉部材３１０の孔開閉部３１２は、開閉孔２１１を開閉することができる。そのため
に、孔開閉部３１２には、図４及び図５に示すように、孔シール部材３１２ａを設けるこ
とができる。しかしながら、孔開閉部３１２の構成は特に限定されず、開閉孔２１１を開
閉することができる構成であれば周知の如何なる構成であってもよい。
【００６４】
　一方、開閉部材３１０の孔開閉部３１２は、図４及び図５に示すように、後述の第１弾
性部材３６０によって弾性支持されることができる。
【００６５】
　開閉部材３１０の移動ガイド部３１３は、後述するが、図４及び図５に示したメインボ
ディ２００の流動路２１０に設けられた支持部材３７０に移動可能に設けることができる
。例えば、開閉部材３１０の移動ガイド部３１３は、支持部材３７０に形成された移動ガ
イド孔３７１に移動可能に挿入されて支持されることができる。
【００６６】
　開閉部３００は、運動転換部材３２０をさらに含むことができる。運動転換部材３２０
には、開閉部材３１０の連結部３１１を連結することができる。また、運動転換部材３２
０は、操作部４００の回転部材４１０の回転に伴って回転しながらメインボディ２００の
流動路２１０の長さ方向に移動することができる。
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【００６７】
　これにより、操作部４００の回転部材４１０の回転運動が開閉部３００の開閉部材３１
０によるメインボディ２００の流動路２１０に沿った移動運動に転換され、開閉部材３１
０がメインボディ２００の流動路２１０の開閉孔２１１を開閉することができる。
【００６８】
　運動転換部材３２０には、図４に示すようにガイド突起３２１を形成することができる
。ガイド突起３２１は、メインボディ２００の上述のガイド孔２３０に挿入することがで
きる。
【００６９】
　したがって、操作部４００の回転部材４１０の回転に伴って運動転換部材３２０が回転
すると、運動転換部材３２０のガイド突起３２１は、メインボディ２００のガイド孔２３
０に沿って回転しながら流動路２１０の長さ方向に移動することができる。
【００７０】
　運動転換部材３２０には、連結孔３２２を形成することができる。運動転換部材３２０
は、連結孔３２２を介して、開閉部材３１０の連結部３１１と連結することができる。
【００７１】
　開閉部３００は、連結部材３３０をさらに含むことができる。
【００７２】
　連結部材３３０の一側は、上述の運動転換部材３２０の連結孔３２２に連結することが
できる。例えば、図４及び図５に示すように、連結部材３３０の一側に嵌め込み突起３３
１を形成し、嵌め込み突起３３１を運動転換部材３２０の連結孔３２２に嵌め込むことで
、連結部材３３０の一側を運動転換部材３２０の連結孔３２２に連結することができる。
【００７３】
　連結部材３３０の他側には、開閉部材３１０の連結部３１１を連結することができる。
例えば、図４及び図５に示すように、連結部材３３０の他側に嵌め込み凹部３３２を形成
し、開閉部材３１０の連結部３１１を流路シール部材３５０の嵌め込み部３５１とともに
連結部材３３０の嵌め込み凹部３３２に嵌め込むことで、連結部材３３０の他側に開閉部
材３１０の連結部３１１を連結することができる。
【００７４】
　開閉部３００は、部材支持部材３４０をさらに含むことができる。図５に示すように、
部材支持部材３４０は、メインボディ２００に設けることができる。そして、部材支持部
材３４０は、上述の連結部材３３０を移動可能に支持することができる。
【００７５】
　例えば、部材支持部材３４０に移動支持孔３４１を形成し、移動支持孔３４１に連結部
材３３０の他側を移動可能に挿入して支持することができる。
【００７６】
　開閉部３００は、流路シール部材３５０をさらに含むことができる。流路シール部材３
５０は、メインボディ２００の流動路２１０の開放された一側をシールするように、部材
支持部材３４０とメインボディ２００との間に設けることができる。
【００７７】
　これにより、流動路２１０を流動する水が、流動路２１０の開放された一側を介して排
出されないようにすることができる。
【００７８】
　図４及び図５に示すように、流路シール部材３５０には、嵌め込み部３５１を形成する
ことができる。開閉部材３１０の連結部３１１は、嵌め込み部３５１に嵌め込むことがで
きる。そして、嵌め込み部３５１は、開閉部材３１０の連結部３１１が嵌め込まれた状態
で、連結部３１１とともに上述の連結部材３３０の嵌め込み凹部３３２に嵌め込むことが
できる。
【００７９】
　開閉部３００は、第１弾性部材３６０をさらに含むことができる。第１弾性部材３６０
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は、開閉部材３１０を弾性支持することができる。例えば、第１弾性部材３６０は、図５
に示すように開閉部材３１０の孔開閉部３１２を弾性支持することができる。
【００８０】
　操作部４００の回転部材４１０の一側方向への回転に伴う運動転換部材３２０の一側方
向への回転と移動により、開閉部材３１０がメインボディ２００の流動路２１０に沿って
一側方向に移動して流動路２１０に形成された開閉孔２１１を開くと、図１０に示すよう
に第１弾性部材３６０が圧縮される。
【００８１】
　この状態で、回転部材４１０を回転または停止させる外力が除去されると、開閉部材３
１０は、第１弾性部材３６０の弾性力によって流動路２１０に沿って上述の方向と反対の
他側方向に移動し、図８に示すように開閉孔２１１を閉じることができる。
【００８２】
　そして、回転部材４１０は、開閉孔２１１を閉じるようにする上述の開閉部材３１０の
他側方向への移動による運動転換部材３２０の他側方向への移動と回転に伴って、他側方
向に回転することができる。
【００８３】
　開閉部３００は、支持部材３７０をさらに含むことができる。支持部材３７０は、図５
に示すように流動路２１０に設けることができる。そして、支持部材３７０は、開閉部材
３１０の移動ガイド部３１３が移動可能となるように設けることができる。
【００８４】
　そのために、支持部材３７０には、移動ガイド部３１３が移動可能に挿入される移動ガ
イド孔３７１を形成することができる。
【００８５】
　また、支持部材３７０には、水通過孔３７２を形成することができる。水通過孔３７２
を介して、水が支持部材３７０を通過して、メインボディ２００の流動路２１０を流動す
ることができる。
【００８６】
　このような支持部材３７０は、上述の第１弾性部材３６０を支持することができる。
【００８７】
　操作部
　操作部４００は、図３に示すように、回転する回転部材４１０を含むことができる。そ
して、開閉部３００の開閉部材３１０は、メインボディ２００及び開閉部３００と連携し
て回転部材４１０が回転することによって、メインボディ２００の流動路２１０を移動す
ることができる。
【００８８】
　これにより、図７から図１０に示すように、回転部材４１０が回転することにより、開
閉部材３１０は、流動路２１０の開閉孔２１１を開閉することができる。
【００８９】
　したがって、水供給源から水排出装置１００、すなわち、水排出装置１００の流動路２
１０に供給された水を便利に水排出装置１００から外部に排出させることができる。
【００９０】
　回転部材４１０は、後述する操作部ボディ４２０と操作部蓋４３０との間に回転可能に
設けることができる。しかしながら、回転部材４１０が回転する構成は特に限定されず、
周知の如何なる構成であってもよい。
【００９１】
　回転部材４１０には、図３に示すように把手４１５を形成することができる。したがっ
て、使用者は、把手４１５を把持して回転部材４１０を回転させることができる。把手４
１５の開放した側は、図３に示すような把手蓋４１６によって覆うことができる。
【００９２】
　回転部材４１０は、図７に示すような閉位置、すなわち図８に示すようにメインボディ
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２００の流動路２１０の開閉孔２１１を開閉部材３１０が閉じることとなる位置と、図９
に示すような開位置、すなわち図１０に示すように開閉部材３１０が開閉孔２１１を開く
こととなる位置との間で回転することができる。
【００９３】
　回転部材４１０には、挿入部４１１を形成することができる。挿入部４１１には、開閉
部３００の上述の運動転換部材３２０を移動可能に挿入することができる。
【００９４】
　これにより、運動転換部材３２０は、回転部材４１０の回転に伴って、回転部材４１０
とともに回転することができる。
【００９５】
　このように、運動転換部材３２０が回転部材４１０とともに回転すると、運動転換部材
３２０のガイド突起３２１は、メインボディ２００のガイド孔２３０に沿って回転し移動
する。
【００９６】
　そして、運動転換部材３２０は、回転部材４１０とともに回転しながら、回転部材４１
０の挿入部４１１内で移動する。
【００９７】
　そのために、挿入部４１１には、図３に示すように、運動転換部材３２０のガイド突起
３２１の移動をガイドするためのガイド溝４１１ａを形成することができる。
【００９８】
　回転部材４１０には、図３に示すように結合部通過孔４１２を形成することができる。
結合部通過孔４１２には、操作部ボディ４２０に形成された第１結合部４２１（後述する
）、または、操作部蓋４３０に形成され第１結合部４２１に結合される第２結合部４３１
（後述する）を通過させることができる。
【００９９】
　回転部材４１０は、図３に示すように第１磁石４１３を有することができる。また、開
閉部３００の開閉部材３１０がメインボディ２００の流動路２１０の開閉孔２１１を開く
回転部材４１０の回転位置、すなわち、回転部材４１０の開位置において、操作部蓋４３
０の第１磁石４１３の位置と対応する位置には、図３に示すように第２磁石４３２を設け
ることができる。
【０１００】
　したがって、第１磁石４１３と第２磁石４３２の磁力によって、回転部材４１０を図９
に示した開位置に固定することができる。
【０１０１】
　そして、第１磁石４１３と第２磁石４３２の磁力が、例えば、第１弾性部材３６０の弾
性力などよりも小さくなる位置に、使用者が回転部材４１０を所定角度回転させると、回
転部材４１０は、第１弾性部材３６０の弾性力などによって閉位置に回転することができ
る。
【０１０２】
　回転部材４１０には、図３に示すように第２弾性部材４１４を連結することができる。
また、第２弾性部材４１４は、上述の結合部通過孔４１２を介して操作部ボディ４２０の
第１結合部４２１または操作部蓋４３０の第２結合部４３１に連結することができる。
【０１０３】
　これにより、図９に示すように回転部材４１０が開位置に回転すると、第２弾性部材４
１４が伸長されて、第２弾性部材４１４の弾性力を回転部材４１０に作用させることがで
きる。
【０１０４】
　この状態で、上述のように、第１磁石４１３と第２磁石４３２の磁力が第１弾性部材３
６０と第２弾性部材４１４の弾性力の和よりも小さくなる位置に、使用者が回転部材４１
０を所定角度回転させると、回転部材４１０は、第１弾性部材３６０と第２弾性部材４１
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４の弾性力によって、閉位置に回転することができる。
【０１０５】
　操作部４００は、操作部ボディ４２０及び操作部蓋４３０をさらに含むことができる。
操作部ボディ４２０には、メインボディ２００の一側を挿入することができる。また、操
作部蓋４３０は、操作部ボディ４２０の開放した側を覆うことができる。
【０１０６】
　操作部ボディ４２０には、第１結合部４２１を形成することができる。また、操作部蓋
４３０には、第２結合部４３１を形成することができる。そして、操作部ボディ４２０の
第１結合部４２１と操作部蓋４３０の第２結合部４３１とをボルトなどによって結合する
ことで、操作部ボディ４２０と操作部蓋４３０を結合することができる。
【０１０７】
　３つの第１結合部４２１が操作部ボディ４２０に形成されており、これに対応するよう
に、３つの第２結合部４３１を操作部蓋４３０に形成することができる。そして、回転部
材４１０には、３つの結合部通過孔４１２を形成することができる。
【０１０８】
　しかしながら、第１結合部４２１とこれに対応する第２結合部４３１及び結合部通過孔
４１２の数は特に限定されず、幾つであってもよい。
【０１０９】
　操作部ボディ４２０には、排出ガイド部材２４０が通過するガイド部材通過孔４２２が
形成されることができる。また、操作部ボディ４２０には、浄水器ＷＰの浄水器本体ＷＢ
に設けるのを補助するための装着補助部材４２３を有することができる。
【０１１０】
　そして、操作部蓋４３０は、外部蓋４３３を有することができる。
【０１１１】
　以上のように本発明による水排出装置を用いると、開閉部材が水排出装置に形成された
流動路を移動してその中に水が流入することができ、開閉部材が流動路に形成された開閉
孔を開閉して、水供給源から水排出装置に供給された水を便利に水排出装置から外部に排
出させることができる。
【０１１２】
　上記のように説明された水排出装置は、上記で説明された実施形態の構成が限定されて
適用されるのではなく、上記実施形態が多様に変形され得るように、各実施形態の全部ま
たは一部が選択的に組み合わされて構成されることもできる。
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